
住宅住宅のの耐震補強工事耐震補強工事などになどに補助金補助金がが出出ますます！！
ここ数年、各地で発生した大規模地震の被害状況から、自宅の耐震性に不安を抱く人も多いのではな
いでしょうか。市では、災害から一人でも多くの生命を守るため、国や県とともに、木造住宅などの
耐震化や公道沿いの危険なブロック塀の撤去、改善を図るプロジェクト「ＴＯＵＫＡＩ（東海・倒壊）
－０（ゼロ）」を推進しています。　　　　　　　　　　   問い合わせ　都市住宅課　中嶋　☎�2633

木造住宅耐震補強

［対象］昭和56年５月以前に建築された木造住宅のうち

　　　 専門家による診断(※)にて評点が1.0未満のもの
　　　　  ※今年度も耐震診断（無料）を行っています。

精密な耐震診断を行い、それに基づき耐震補強
計画（設計）を作成します。
その後、耐震補強工事を行います。

令和８年度も

継続

いずれの補助金も、工事の実施前に申請が必要です。詳しくは都市住宅課までお問い合わせください。！

計画作成
＋

耐震補強工事 上限115万円補助額

住宅の瓦屋根耐風改修

補助内容 補　助　額

住宅の瓦屋根耐風診断 「瓦屋根の耐風診断にかかる費用」と「31,500円」を比較し、安価な方の３分
の２以内の額

住宅の瓦屋根耐風改修工事 「瓦屋根の耐風改修工事費用」と「瓦屋根の面積（㎡）× 24,000円」を比較し、
安価な方の23％以内の額（瓦屋根の面積上限100㎡）

令和４年１月１日から新築住宅の瓦屋根の耐風対策が義務化されたことを踏まえ、基準を
満たさない住宅の瓦屋根改修工事の費用の一部を負担します。

＊瓦屋根全体の改修工事が対象です。

ブロック塀などの撤去・改善など

工事内容 対　象 補　助　額

撤去 避難路、通学路沿いの
ブロック塀

「ブロック塀を撤去する工事費」と「２万円×塀の長さ」を比較し、安価
な方の３分の２以内の額（上限20万円）

改善 緊急輸送路（市指定）
沿いのブロック塀

「ブロック塀を安全な塀に改善する工事費」と「38,400円×塀の長さ」を比
較し、安価な方の３分の２以内の額（上限25万円）

生垣 道路沿い 「生垣などを植樹する費用×３分の２」と「25,600円×植樹帯の長さ」を比
較し、安価な方の３分の２以内の額（上限10万円）

倒壊、転倒の恐れのあるブロック塀の撤去工事、改善工事、生垣などを植樹する費用の一部を
負担します。

＊�ブロック塀の撤去、改善については、
事前に担当が現地確認を行います。

問い合わせ　観光課　石川　☎�2623
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　交流のあゆみ　
［令和７年２月］�白河市の鈴木市長が牧之原市を表敬訪問。大河ドラマゆ

かりの地として、今後の交流に向けた意思確認を行った。

［令和７年５月］�牧之原市の杉本市長が白河市を表敬訪問。鈴木白河市長
との対談で未来志向の関係を誓った。

［令和７年９月］�台風15号に伴う竜巻被害に対し、白河市が被害認定調査
の応援職員２人を派遣するなど、災害支援を行った。

［令和７年11月］�大河ドラマ「べらぼう」ゆかりの自治体として、白河市が「ま
きのはら産業フェア」に初出店した。

［令和８年１月］�両市の友好・交流を記念し、相良城（牧之原市）と小峰城（白
河市）を題材とした「御城印セット」の販売を開始した。

⑴�観光及び産業の振興に関すること
⑵�歴史的関わりや文化を通じた交流
促進に関すること
⑶�住民の交流促進に関すること
⑷�民間資源を活用した取組に関する
こと
⑸�その他、協定の目的達成のために
必要な事項

 協定内容 

減災化事業

補助内容 補　助　額

耐震シェルター整備事業 事業費の 3 分の 2 以内の額（一般世帯：上限40万円、高齢者世帯※：上限50万円）

防災ベッド整備事業 事業費の３分の２以内の額（一般世帯：上限40万円、高齢者世帯※：上限50万円）

住宅の倒壊から生命を守るための設備の設置・工事費用の一部を負担します。

※65歳以上の人のみで構成される世帯。
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